
 

株式会社リコー http://jp.ricoh.com 

お問い合わせ先 株式会社リコー 広報室  TEL：050-3814-2806（直通）  E-mail：koho@ricoh.co.jp  1 

 

News Release 
 

2019 年 1 月 22 日 

 

 

リコー、欧州の感熱紙生産ラインを増強 

～ 需要増加に対応し、サーマル事業強化を図る ～ 

 

 

株式会社リコー（社長執行役員：山下良則）は、欧州市場向け感熱紙の欧州サーマル事業強化を図り

ます。新たに約 30 億円を投資し、フランスの生産拠点「Ricoh Industrie France S.A.S.」のコーター（塗布

工程を行う設備）の生産能力を 2 倍に増強して、2020 年 7 月から増産開始します。 

 

リコーのサーマル事業は、感熱紙や熱転写リボンを主力商品としてグローバルに事業を展開していま

す。感熱紙は、バーコードなどを印字して食品 POS や工程管理、配送ラベルなどで活用されています。

リコーは、高速印字が可能な発色特性、バーコード、小フォントサイズに印刷可能な高精細性、印字画像

が消えにくい保存性などに優れた独自の技術を持っており、感熱紙市場で高いシェアを獲得しています。 

  

今回の生産能力強化は、欧州市場の拡大に対応したものです。2014 年に EU の食品ラベル表示法

（EU1169/2011）が改正されて栄養表示等が義務化されたことでラベルへの情報記載量が増加したこと

やプレパック品の増加により、需要が拡大しています。今後も東欧各国の経済成長に伴う市場拡大に加

え、E コマースが年率 10％で伸長しており、物流配送ラベル向けの需要も拡大していくと予測しています。 

  

リコーは、これまでも 2013 年にアメリカで生産ライン増強と拠点を集約した生産体制を構築してきまし

た。また、2018 年に中国市場でも大型投資を実施し、成長が見込まれる物流 E コマース市場向けへの

商品供給体制を強化してきました。今回の欧州での生産能力増強により、グローバルで供給量を確保し、

サーマル事業を強化してまいります。 

                                      

＜増強生産の概要＞ 

 

所在地    ：  Ricoh Industrie France S.A.S. 

144 Route de Rouffach 68920, Wettolsheim, France 

投資額    ：  約 30 億円 

生産能力   ：  増産後、約 12 億㎡/年 （増産前、約 6 億㎡/年） 

生産開始   ：  2020 年 7 月 
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| リコーグループについて | 

リコーグループは、オフィス向け画像機器を中心とした製品とサービス・ソリューション、プロダクションプリンティ

ング、産業用製品、デジタルカメラなどを世界約200の国と地域で提供しています。（2018年3月期リコーグルー

プ連結売上は2兆633億円）。 

創業以来80年以上にわたり、高い技術力、際立った顧客サービスの提供と、持続可能な社会にむけて積極的

な取り組みを行っています。 

EMPOWERING DIGITAL WORKPLACES - 人々の“はたらく“をよりスマートに。リコーグループは、さまざまな

ワークプレイスの変革をテクノロジーとサービスのイノベーションでお客様とともに実現します。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 http://jp.ricoh.com/ 

 

 


